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共振器集積導波モード共鳴ミラー(CRIGM)

は，高反射性基板上の一対の分布ブラッグ反射
器(DBR)による導波路共振器と，その内部に集
積されたグレーティングカップラ(GC)から構
成されている[1]。空間光に対して共鳴波長で鋭
い反射位相変化を示すため，レーザ共振器にお
いて共振器長に関わらず波長安定化をもたら
す外部ミラーとしての機能が期待できる。複数
の動作波長のCRIGMをカスケード接続し導波
光を抽出する，すなわち波長合波機能により，
波長多重も期待できる[2]。しかし DBR のサイ
ドローブによって他波長における透過率が低
下し損失が生じる。そこで今回，アポダイズ化
による DBR 反射スペクトルの改善と，その際
の CRIGM の特性を理論的に検討した。 
カスケード接続された 2 つの CRIGM と光波

伝搬の様子を Fig. 1 に示す。GC に入射された
空間光は，共鳴波長において一部は反射性基板
で反射され，一部は導波光に結合される。導波
光は DBR 共振器に蓄積され GC によって放射
光に結合されるためCRIGMは高反射特性を示
す。片側 DBR を短縮した S-DBR とすれば共振
器内の導波光を抽出できる。導波光は異なる動
作波長の CRIGM において GC による放射損失
と DBR による反射損失を受ける。今回，DBR
をアポダイズすることで動作帯域外での DBR
反射率の低減を試みた。 
波長多重間隔 20 nm を想定し CRIGM を設計

した。導波路は，SiO2 光バッファ層(屈折率
1.471，厚さ 1503 nm)，Si-N 導波コア層(屈折率
1.974，厚さ 324 nm)および Si-N グレーティン

グ層(厚さ 40 nm)とした。動作波長 1060 nm に
おいて DBR と S-DBR は，両端にかけて凹部幅
が狭くなるようガウシアン関数で変調させた。
周期を共に 302.2 nm，中央の凹凸幅比を 1:1 と
し，長さを 182 µm および 110 µm とした。 

DBR の反射率スペクトルを Fig. 2 に示す。
1080 nm 導波光の透過率は，アポダイズしてい
る場合(黒線)−0.6 × 10−3 dB，していない場合(赤
線)−0.57 dB と見積もられた。CRIGM の反射率
スペクトル(黒線)および反射位相スペクトル
(赤線)を Fig. 3 に示す。共鳴波長近傍で 97%の
高反射率と，急峻な反射位相変化が見積もられ
た。以上，アポダイズ DBR による CRIGM 挿
入損失の低減が予測され，アポダイズ DBR を
用いた CRIGM の有用性が理論的に示された。 
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Fig. 2 Reflectance spectra of 
apodized/non apodized DBR of operation 

wavelength of 1060 nm. 

 
Fig. 3 Reflection spectra of CRIGM of 

operation wavelength of 1060 nm. 

 

 
Fig. 1 Configuration of cascaded two CRIGMs and optical wave 

propagation. 
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